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ふ
さ
わ
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
く
。
②
バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
乗

降
場
の
位
置
や
、
交
通
処
理
の
検

討
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

広
場
内
の
施
設
配
置
や
機
能
な
ど

に
つ
い
て
は
、
鉄
道
上
部
空
間
の

活
用
検
討
状
況
や
社
会
情
勢
等
を

踏
ま
え
計
画
し
、
地
元
に
も
イ
メ

ー
ジ
を
示
し
て
い
き
た
い
。

中
野
駅
周
辺
と
の
回
遊
性
を
含

め
た
商
業
的
な
活
性
化
や
、
哲
学

堂
公
園
な
ど
の
文
化
財
の
活
用
も

必
要
で
は
な
い
か
。

　

長
年
に
わ
た
る
地
域
課
題
で
あ

る
「
開
か
ず
の
踏
切
」
の
除
去
は
、

当
初
の
計
画
で
は
令
和
３
年
３
月

の
事
業
完
了
予
定
で
あ
っ
た
が
、

事
業
期
間
が
６
年
延
長
さ
れ
、
現

在
は
令
和
９
年
３
月
の
事
業
完
了

に
向
け
て
進
ん
で
い
る
。
連
続
立

体
交
差
事
業
に
お
け
る
地
下
化
は

高
架
化
と
比
較
し
て
、
シ
ー
ル
ド

工
事
に
お
け
る
地
下
水
対
策
や
地

中
埋
設
物
の
出
現
な
ど
不
確
定
要

素
が
多
く
、
工
期
の
見
通
し
が
立

て
づ
ら
い
と
い
う
指
摘
も
あ
る
。

加
え
て
、
最
近
で
は
建
設
資
材
価

格
の
高
騰
や
建
設
資
材
不
足
な
ど
、

本
事
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
よ
り

①
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ビ
ジ

ョ
ン
の
検
討
に
当
た
っ
て
は
、
人

口
減
少
や
経
済
の
行
き
詰
ま
り
な

ど
、
社
会
情
勢
の
変
化
に
つ
い
て

議
論
を
行
っ
た
か
。
②
エ
リ
ア
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
協
議
会
に
区
民
が
参

加
し
、
そ
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る

具
体
的
な
仕
組
み
を
保
障
す
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

　

区
　
長　
①
将
来
の
人
口
推
計

な
ど
の
デ
ー
タ
も
参
考
に
し
な
が

ら
、
構
成
員
同
士
が
議
論
を
重
ね

て
き
た
。
今
後
も
必
要
な
情
報
等

に
つ
い
て
は
、
適
宜
参
照
し
て
い

く
も
の
と
考
え
る
。
②
一
般
区
民

の
参
加
に
つ
い
て
は
、
他
地
区
の

事
例
を
研
究
し
て
い
き
た
い
。

全
国
的
に
も
有
名
な
中
野
サ
ン

プ
ラ
ザ
の
閉
館
を
契
機
と
し
た
シ

テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
に
つ

い
て
は
、
注
目
度
が
高
い
と
思
わ

れ
る
。
区
だ
け
で
は
な
く
区
民
や

関
係
団
体
も
巻
き
込
ん
で
事
業
を

進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
。
①
事
業
の
目
指
す
効
果
は
。

②
ど
の
よ
う
な
体
制
で
進
め
て
い

く
の
か
。

　

区
　
長　
①
中
野
サ
ン
プ
ラ
ザ

の
外
壁
を
活
用
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク

シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
は
、
区
の
認

知
度
向
上
や
地
域
経
済
の
活
性
化

を
目
的
と
し
、
10
万
人
程
度
の
来

街
者
を
見
込
ん
で
い
る
。
②
補
助

金
や
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
の
実
施
な
ど
歳
入
確

保
に
努
め
、
中
野
駅
周
辺
の
商
店

一
層
不
透
明
な
状
況
で
あ
る
。
①

事
業
期
間
延
長
の
大
き
な
理
由
に

用
地
取
得
の
進し

ん
ち
ょ
く捗

を
挙
げ
て
い
た

が
、
そ
の
後
の
進
捗
状
況
と
現
在

の
工
事
の
状
況
は
ど
う
か
。
②
区

民
の
長
年
に
わ
た
る
悲
願
で
も
あ

る
「
開
か
ず
の
踏
切
」
の
除
去
を

遅
滞
な
く
着
実
に
実
現
す
る
こ
と

は
、
区
の
重
要
な
責
務
で
あ
る
。

区
長
の
決
意
を
伺
う
。

　

区
　
長　
①
事
業
主
体
で
あ
る

東
京
都
に
よ
る
と
、
用
地
取
得
は

約
９
割
を
超
え
、
必
要
な
土
地
に

つ
い
て
は
取
得
に
向
け
て
地
権
者

と
折
衝
を
進
め
て
い
る
と
の
こ
と

で
あ
る
。
工
事
は
駅
部
を
中
心
に

日
常
的
な
利
用
者
の
た
め
、
中

野
駅
周
辺
に
小
規
模
な
駐
輪
場
を

点
在
さ
せ
る
べ
き
と
訴
え
、
空
き

店
舗
の
活
用
や
民
間
企
業
に
よ
る

駐
輪
場
整
備
を
提
案
し
て
き
た
。

中
野
区
自
転
車
利
活
用
計
画
（
素

案
）
に
、
こ
う
し
た
指
摘
の
内
容

が
盛
り
込
ま
れ
た
こ
と
を
評
価
す

る
。
計
画
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
、

駐
輪
場
の
需
要
予
測
と
設
置
場
所

の
マ
ッ
チ
ン
グ
が
必
要
で
は
。

　

区
　
長　
商
店
街
と
の
連
携
や

新
た
な
事
業
手
法
導
入
の
検
討
を

進
め
、
効
果
的
な
民
間
自
転
車
駐

車
場
の
整
備
を
促
進
し
て
い
く
。

進
め
て
お
り
、
地
下
構
造
物
を
構

築
す
る
た
め
の
仮
設
土
留
め
工
や

掘
削
工
、
線
路
を
仮
に
受
け
る
た

め
の
工こ

う
じ
げ
た

事
桁
の
設
置
等
を
実
施
し

て
い
る
。
②
地
域
の
健
全
な
活
動

や
発
展
を
妨
げ
て
い
る
「
開
か
ず

の
踏
切
」
の
一
日
も
早
い
解
消
に

向
け
て
、
東
京
都
や
西
武
鉄
道
株

式
会
社
と
よ
り
一
層
、
連
携
・
協

力
す
る
と
と
も
に
、
ま
ち
づ
く
り

の
実
現
に
向
け
て
努
力
す
る
。

　

新
井
薬
師
前
駅
周
辺
は
「
開
か

ず
の
踏
切
」
「
狭き

ょ
う
あ
い隘

な
歩
道
」

「
バ
ス
通
り
」
と
い
っ
た
地
理
的

条
件
に
よ
り
、
特
に
朝
の
ラ
ッ
シ

ュ
の
時
間
帯
は
、
通
勤
・
通
学
の

歩
行
者
、
自
転
車
、
車
の
動
線
が

外
出
や
知
人
と
会
う
機
会
が
減

少
す
る
こ
と
で
、
フ
レ
イ
ル
の
リ

ス
ク
が
倍
増
す
る
と
の
調
査
結
果

が
あ
る
。
当
区
で
も
介
護
認
定
更

新
の
際
に
、
重
度
化
し
た
利
用
者

が
増
え
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　

区
　
長　
緊
急
事
態
宣
言
発
出

前
の
令
和
元
年
度
と
令
和
３
年
度

を
比
較
す
る
と
、
要
介
護
１
か
ら

４
に
つ
い
て
は
認
定
率
の
上
昇
が

認
め
ら
れ
る
。
や
や
重
度
化
が
進

行
し
た
と
認
識
し
て
い
る
。

①
こ
れ
ま
で
求
め
て
き
た
不
妊

去
勢
手
術
な
ど
の
個
人
へ
の
助
成

が
、
こ
の
制
度
に
よ
り
実
現
す
る

こ
と
を
評
価
す
る
。
区
報
等
に
よ

る
制
度
周
知
の
ほ
か
、
町
会
に
も

入
り
乱
れ
、
非
常
に
危
険
な
状
態

に
あ
る
。
駅
周
辺
の
輻
輳
の
解
消

は
、
長
年
の
地
域
課
題
で
あ
り
、

一
刻
も
早
い
改
善
が
求
め
ら
れ
る
。

①
輻
輳
の
問
題
に
対
す
る
区
の
認

識
は
。
②
輻
輳
の
解
消
に
係
る
今

後
の
取
り
組
み
は
。

　

区
　
長　
①
バ
ス
停
が
分
散
し
、

ま
た
車
両
の
乗
降
場
所
が
な
く
、

通
行
空
間
が
確
保
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
が
課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。
②
中
野
区
画
街
路
第
３
号

線
街
路
事
業
は
、
周
辺
の
土
地
利

用
の
状
況
等
と
整
合
を
図
り
な
が

ら
、
交
通
広
場
を
整
備
す
る
も
の

で
あ
る
。
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ

ン
を
導
入
し
た
、
誰
も
が
利
用
し

や
す
い
交
通
広
場
の
整
備
に
向
け
、

東
京
都
や
西
武
鉄
道
株
式
会
社
と

連
携
し
な
が
ら
検
討
を
進
め
る
。

協
力
し
て
も
ら
い
、
お
知
ら
せ
板

等
に
よ
り
周
知
を
広
げ
る
こ
と
を

検
討
し
て
は
ど
う
か
。
②
猫
を
巡

る
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
は
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
任
せ
に
し
な
い
で
、
区

が
間
に
入
っ
て
調
停
す
る
よ
う
な

仕
組
み
も
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

　

区
　
長　
①
町
会
掲
示
板
等
を

含
め
、
効
果
的
な
制
度
周
知
を
図

っ
て
い
く
。
②
警
察
、
関
係
団
体
、

区
な
ど
が
協
働
し
て
、
ト
ラ
ブ
ル

に
対
応
し
て
き
た
。
他
自
治
体
の

事
例
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
改
善

に
努
め
て
い
く
。

街
、
区
民
団
体
、
区
内
事
業
者
な

ど
多
く
の
参
画
を
得
な
が
ら
、
庁

内
で
の
応
援
体
制
も
組
み
、
波
及

効
果
の
高
い
企
画
を
立
案
し
、
実

施
し
て
い
く
。

区
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
る
財
政
の
緊
急

事
態
宣
言
を
発
出
し
、
中
野
本
郷

小
学
校
の
設
計
を
止
め
た
こ
と
で

新
校
舎
の
開
設
は
延
期
と
な
っ
た
。

ま
た
、
こ
の
間
に
測
量
を
不
十
分

な
ま
ま
放
置
し
た
こ
と
等
で
、
更

に
供
用
開
始
が
遅
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。
中
野
本
郷
小
学
校
の
供
用

開
始
は
い
つ
に
な
る
の
か
。

　

教
育
長　
中
野
本
郷
小
学
校
の

供
用
開
始
は
、
令
和
９
年
４
月
を

予
定
し
て
い
る
。

区
は
令
和
４
年
度
中
に
鍋
横
区

民
活
動
セ
ン
タ
ー
等
整
備
基
本
方

針
を
策
定
す
る
と
し
て
い
る
。
鍋

横
区
民
活
動
セ
ン
タ
ー
の
移
転
先

は
鍋
屋
横
丁
通
り
の
商
店
街
な
ど
、

商
業
地
区
と
し
て
の
賑に

ぎ

わ
い
、
新

中
野
駅
に
近
く
鍋
横
地
区
の
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
心
に
位
置
し

て
お
り
、
従
来
の
利
用
者
の
み
な

ら
ず
多
様
な
地
域
住
民
の
方
に
活

用
さ
れ
る
と
期
待
さ
れ
て
い
る
。

地
域
住
民
に
愛
着
を
持
っ
て
長
く

利
用
し
て
も
ら
う
た
め
に
は
、
地

元
合
意
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
前
回

の
反
省
を
踏
ま
え
、
区
が
地
域
の

意
見
を
よ
く
聞
き
、
十
分
な
調
整

を
行
い
な
が
ら
進
め
て
い
く
べ
き

だ
と
考
え
る
が
、
区
と
し
て
の
考

え
は
ど
う
か
。

　

区
　
長　
地
域
に
お
い
て
、
町

会
の
ほ
か
、
地
域
で
活
動
す
る
団

体
、
商
店
街
関
係
者
等
で
構
成
さ

れ
て
い
る
建
設
検
討
委
員
会
が
組

織
さ
れ
て
い
る
。
よ
り
丁
寧
な
合

意
形
成
を
図
る
た
め
、
建
設
検
討

委
員
会
に
お
け
る
協
議
の
場
を
増

や
す
と
と
も
に
、
よ
り
広
く
地
域

住
民
の
意
見
を
伺
う
機
会
を
設
け

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

新
井
薬
師
前
駅
周
辺
に
お
け
る

輻ふ
く
そ
う輳

の
解
消
を

中
野
本
郷
小
学
校
新
校
舎
の

供
用
開
始
に
つ
い
て
問
う

鍋
横
区
民
活
動
セ
ン
タ
ー
等
整
備

に
つ
い
て
地
域
と
の
合
意
形
成
を

自
転
車
利
用
の
需
要
に
即
し
た

駐
輪
場
整
備
を

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
フ
レ
イ
ル
の

リ
ス
ク
に
関
す
る
認
識
を
問
う

特
色
を
生
か
し
た
新
井
薬
師
前
駅
・

沼
袋
駅
間
の
上
部
空
間
整
備
を

地
域
猫
共
生
推
進
員
制
度
の

事
業
展
開
を
問
う

「
開
か
ず
の
踏
切
」
の
除
去
を

　
　
遅
滞
な
く
着
実
に
実
現
せ
よ
　

立
憲
民
主
党
・
無
所
属
議
員
団
　
ひ
や
ま
　
隆

中
野
駅
周
辺

　
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
問
う

日
本
共
産
党
議
員
団
　
い
さ
　
哲
郎

沼
袋
駅
周
辺
ま
ち
づ
く
り
の

　
　
　
　
考
え
方
に
つ
い
て
問
う

公
明
党
議
員
団
　
南
　
か
つ
ひ
こ

中
野
サ
ン
プ
ラ
ザ
閉
館
に
伴
う

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
問
う

自
由
民
主
党
議
員
団
　
伊
藤
　
正
信

①
沼
袋
駅
駅
舎
の
上
部
空
間
に
、

駅
ビ
ル
等
建
設
の
構
想
や
計
画
を

示
す
よ
う
に
、
西
武
鉄
道
株
式
会

社
や
事
業
主
体
で
あ
る
東
京
都
に

求
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
②
区

画
街
路
第
４
号
線
交
通
広
場
の
、

大
ま
か
な
平
面
図
は
示
さ
れ
て
い

る
が
、
よ
り
具
体
的
な
景
観
の
分

か
る
イ
メ
ー
ジ
図
を
示
す
こ
と
が

必
要
で
は
な
い
か
。

　

区
　
長　
①
沼
袋
駅
の
拠
点
空

間
整
備
の
中
で
、
生
活
利
便
施
設

の
導
入
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、

合
わ
せ
て
鉄
道
上
部
空
間
の
活
用

も
含
め
、
西
武
鉄
道
株
式
会
社
や

東
京
都
と
連
携
し
、
生
活
拠
点
に

　

区
　
長　
文
化
財
な
ど
の
地
域

資
源
や
、
中
野
駅
周
辺
と
連
携
す

る
人
の
動
線
を
視
野
に
入
れ
た
、

魅
力
あ
る
空
間
の
創
出
を
目
指
し

た
い
。

①
自
治
体
が
空
き
家
の
所
有
者

と
活
用
事
業
者
と
の
間
を
取
り
持

ち
、
マ
ッ
チ
ン
グ
し
て
利
活
用
す

る
手
法
が
重
要
と
考
え
る
が
、
区

は
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
る
か
。

②
木
造
住
宅
除
却
工
事
助
成
事
業

は
、
区
の
空
き
家
対
策
と
し
て
非

常
に
効
果
が
あ
り
、
よ
り
一
層
周

知
徹
底
し
て
い
き
、
空
き
家
の
解

消
に
活
用
す
べ
き
と
考
え
る
が
、

区
の
見
解
は
。

　

区
　
長　
①
空
き
家
総
合
相
談

窓
口
に
お
い
て
、
空
き
家
の
所
有

者
等
か
ら
の
法
律
や
不
動
産
、
建

築
等
の
様
々
な
専
門
的
な
相
談
に

も
、
民
間
団
体
等
が
連
携
し
て
対

応
し
、
賃
貸
や
売
却
等
の
利
活
用

に
も
つ
な
げ
る
体
制
と
な
っ
て
い

る
。
②
木
造
住
宅
除
却
工
事
助
成

を
含
め
た
耐
震
化
促
進
事
業
は
、

建
築
物
の
耐
震
性
向
上
を
図
る
こ

と
に
よ
り
、
震
災
か
ら
区
民
の
生

命
と
財
産
を
守
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
お
り
、
対
象
と
な
る
建
築
物

に
は
空
き
家
も
含
ま
れ
る
。

空
き
家
対
策
の
充
実
を
図
れ


